
平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第３学年算数 解答及び配点一覧 No.1

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配

問 問 問 番 点 点

１ (1) ① 技能 ７８７ ５

20

点 (2) ② 技能 ３あまり３（３・・・３も可） ５

(3) ③ 技能 １９４１ ５

(4) ④ 技能 ２Ｌ１dL または ２１dL ５

２ (1) ⑤ 知識 ８ (４) ５ (２) (０) １ （完答のみ） ５

10

点 (2) ⑥ 知識 ウ ５

３ (1) ⑦ 知識 イ ５

10

点 (2) ⑧ 技能 ○ 答えのみ正しく書いている。 ２ ○ 式と答えを正しく書いている。 ５

○ 式のみ正しく書いている。 ３ ８０×５＝４００ 答え ４００ｃｍ

４ ⑨ 考え ○ ねん土玉について正しく書いている。 ２ ○ 両方とも正しく書いている。 ５

5 ひご ねん土玉

点 ○ ひごについて正しく書いている。 ３ ア イ ウ エ オ カ

５ (1) ⑩ 技能 ○ いずれか一方のみ正しい答えを書いて ２ ○ 両方とも正しく書いている。 ５

10 いる。 なわとび･･･４ おにごっこ･･･８

点

(2) ⑪ 関心 ○ 数の大小に着目しているが，その数に ３ ○ 数の大小に着目して，遊びとその数を ５

ついては書かれていない。 書いている。

（例） （例）

・２番目に多いのは，おにごっこです。 ・２番目に多い遊びは，おにごっこで８人

・１番少なかったのは，なわとびです。 です。

○ 数の大小に着目しておらず，遊びとそ ３ ・３番目に多い遊びは，サッカーで６人で

の人数を書いている。 す。

（例） ・１番少ない遊びは，なわとびで４人です。

・おにごっこは，８人です。 等

・なわとびは，４人です。 ○ 数の大小に着目して，遊びの順番を数

○ 数の大小に着目しているが，遊びの順 ３ の多い順（少ない順）にすべて示してい

番を部分的に示している。 る。

（例） （例）

・ドッジボールは，おにごっこより多いで ・数が多い順にならべると，ドッジボー

す。 ル，おにごっこ，サッカー，なわとびで

○ 数の大小に着目していないが，遊びの ３ す。 等

人数の差や和に着目して書いている。 ○ 数の大小に着目して，遊びの人数の差

（例） や和に着目して書いている。

・ドッジボールとなわとびのちがいは，５ （例）

人です。 ・一番多かったドッチボールと一番少なか

・ドッジボールとおにごっこを合わせると ったなわとびのちがいは，５人です。

１７人になります。 ・一番多かったドッジボールと２番目に多

かったおにごっこを合わせると，１７人

になります。 等

６ (1) ⑫ 技能 ３ｍ ４６ｃｍ ５

10

点 (2) ⑬ 知識 イ ５



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第３学年算数 解答及び配点一覧 No.2

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配

問 問 問 番 点 点

７ (1) ⑭ 技能 （午前）９（時）１０（分） ５

10

点 (2) ⑮ 考え ○ 答えのみ正しく書いている。 ○ 式に表したり，図に正しくかいたり， ５

答え（午前）９（時）２０（分） ３ 考え方を言葉で説明したりするなどし

て，正しい答えを求めている。

（例）

・式を書いて求めている。

○ 答えは不正解だが,式で表していて考 ３

え方を読み取ることができる。

１０分 ＋ ４０分 ＝ ５０分

午前１０時１０分 － ５０分 等

・数直線の図に線や矢印をかいて，求めて

○ 答えは不正解だが，図に午前１０時 ３ いる。

１０分から５０分さかのぼったというこ

とが書きこんであり,考え方を読み取る

ことができる。

等

・時計の図に線や矢印や言葉をかいて，求

めている。

等

※ 図は数直線・時計のどちらかに記入し

て考えていればよい。

・言葉で説明して求めている。

「歩いた時間と電車の時間を合わせて，

５０分なので，午前１０時１０分から

５０分前の時刻は，午前９時２０分で

す。」

等

答え （午前）９（時）２０（分）

１０分 ＋ ４０分 ＝ ５０分

午前１０時１０分 － ５０分

＝ 午前９時２０分

午前
１０時

午前
９時

10分40分

午前
９時２０分

※矢印と長針で ※矢印のみで

※長針のみで

午前
１０時

午前
９時

1 0 分4 0分

午前
９時２０分



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第３学年算数 解答及び配点一覧 No.3

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配

問 問 問 番 点 点

８ (1) ⑯ 考え ○ 次の答えのいずれかを書いている。 ５

15 【答え１】【答え２】【答え３】

点 ア･･･２まい ア･･･２まい ア･･･０まい

イ･･･４まい イ･･･０まい イ･･･２まい

ウ･･･０まい ウ･･･４まい ウ･･･２まい

エ･･･０まい エ･･･０まい エ･･･２まい

※０を書いていなくても可とする。

(2) ⑰ 知識 ○ いずれか一方のみ正しい答えを書いて ２ ○ 両方正答 ５

いる。 ア イ ○ウ エ ４ ㎝

(3) ⑱ 考え ○ 次の点について書いていれば，それぞ ○ オの箱を選び， ５

れ１点ずつ加算するものとする。 １ 右の図（例）のよ～
うに，箱の中にボ

・ぴったり入るはこは オ と書いてい ４ ールを入れた図を

る。（１点） かき横にボールが

２個，縦にボール

・ボールの直径は４cmであることを求めて が３個入ることを

いる。（１点） 説明している。

（例）２×２＝４ なお，高さに関

する記述はなくてもよいものとする。

・ボールの直径（半径）をもとに，はこの

横・縦のいずれかにぴったり入ることを (例)

書いている。（個数を求めていても可と ・ボールの半けいは２ｃｍだから，直けい

する）（１点） は４ｃｍ。

横・・・８÷４＝２ はこのたての長さは１２ｃｍ，横の長さ

（横に２こ）（１点） は８ｃｍだから，

たて・・・１２÷４＝３ たて…１２÷４＝３（たてに３こ）

（たてに３こ）（１点） 横 …８÷４＝２（横に２こ）

等 だから，６個のボールがぴったり入る。

・正しい図をかいている。（１点） 等

※ 上のすべての点を書いていれば５点 ※ 上記例に加えて，ア～エについて，６

（十分満足できる状況）であり，ふれて 個のボールがぴったり入らない理由を書

いない場合は減点するものとする。 いていても可とする。

【授業改善の視点】

実際に身近にあるボール（球）の直径や半径を求める活動を取り入れる。また，球を実際に上から見て，図をかく

活動を取り入れる。

8㎝

12㎝

4㎝



平成２５年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 小学校第３学年算数 解答及び配点一覧 No.4

大 中 小 連
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況

配
十分満足できる解答状況

配

問 問 問 番 点 点

９ (1) ⑲ 知識 ○ いずれか一方のみ正しい答えを書いて ２ ○ けんじさんとウ，あおいさんとアを線

10 いる。 で結んでいる。 ５

点

※ 図で示すと，下のとおり。

けんじさんの考え あおいさんの考え

・ ・

・ ・ ・
ア イ ウ

(2) ⑳ 関心 ○ ３つの数を書いている。 １ ○ ３つの数を選び，選んだ数の２通りの ５

（８），（４），（５） 等 計算結果が等しいことを書いている。

○ ３つの数について，１通りだけ式を書 各 ・（８），（４），（５）等

いて正しく計算している。 ２ ※ ３つの数の組み合わせが，

（３），（４），（５）等，例示の数の

（例） 組み合わせ以外であれば可とする。

・８×４×５＝１６０

または， ・８×４＝３２ ３２×５＝１６０

・８×（４×５）＝１６０ ４×５＝２０ ８×２０＝１６０

のいずれかを書いている。（２点） 計算のじゅんじょを入れかえても答えは

１６０で同じになった。

・８×４＝３２ ３２×５＝１６０

または， ・８×４×５＝１６０

・４×５＝２０ ８×２０＝１６０ ８×（４×５）＝１６０

のいずれかを書いている。（２点） 計算のじゅんじょを入れかえても答えは

１６０で同じになった。

等

※ 上記の例において，計算後，答えが等

しければ，結論を言葉で書いていなくて

も可とする。

※ 示し方は，２つの計算の結果が等しい

ことが分かれば可とする。

【授業改善の視点】

乗法に関して成り立つ性質について，数量の関係を式に表したり，式から考え方を読み取ったり，式と図を関連付

けたりする活動を行い，式への関心を高め，式に表すことや式を読みとることについての習熟を図る活動を取り入れ

る。


